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 特集：コレクション構築の現在 
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PDA で変わる選書の未来 
－千葉大学・お茶の水女子大学・横浜国立大学三大学連携プロジェクトの取組み－ 

立石 亜紀子＊1，餌取 直子＊2，庄司 三千子＊3 

 
 千葉大学・お茶の水女子大学・横浜国立大学の三大学連携プロジェクトの一環として，2015 年 4 月～9 月にかけて実施中の電子書籍 PDA
実験について報告する。三大学は規模や大学の特徴が異なり，選書方針，電子書籍の収集状況，蔵書構築における課題などにも違いがみら

れる。一方で，和書の電子書籍購入を促進したいという共通の課題があり，丸善（株）の協力のもと，連携事業として実験に取り組むこと

になった。2015 年 5 月末時点で，電子書籍に対するニーズの把握，利用促進効果などの成果が得られた。今後の課題としては，購読決定

の条件について，提供側と図書館側の両者が納得できる適切な条件の設定が挙げられた。 
キーワード：電子書籍，PDA，利用者主導型購入方式，選書，大学連携，蔵書構築，広報 
 

1．はじめに 

千葉大学・お茶の水女子大学・横浜国立大学の三大学連

携は，2014 年 3 月 25 日に三大学の学長が図書館間連携の

申し合わせを取りまとめてスタートした。「各大学の附属図

書館の教育・研究支援機能の充実及び高度化に向け，単独

大学では不可能な課題解決手法の開発・実施に取り組む｣1)

ことを目的とし，シェアード・プリントやアクティブラー

ニングの推進等 7 つの課題について，大学の枠を超えた

ワーキング・グループの形式で取り組んでいる 2)。 
課題の 1 つとして，2014 年から電子資料の共同購入に

ついて検討することになった。電子ジャーナルについては

JUSTICE コンソーシアム等の既存の取り組みがあるた

め，電子書籍の購入，なかでも導入が進んでいない和書の

電子書籍の購入にターゲットを絞ることになった。後述す

るが，国外では PDA（Patron-Driven Acquisitions：利用

者主導型購入方式）による電子書籍購入が注目を集めてい

る。国内ではまだ事例がなく，出版者や代理店の協力を得

るには，一大学では交渉が難しいため，三大学連携プロジェ

クトの一環として和書電子書籍の PDA 実験プロジェクト

を立ち上げることにした。 
本稿の構成は次の通りである。三大学は規模や大学の特

徴が異なるので，はじめに 2 章で各々の選書方針，電子書

籍の収集状況，蔵書構築方針における課題などについて述

べる。3 章では，共通部分として選書をめぐる課題から，

PDA 実験に至った経緯と，PDA 実験の概要を説明する。

さらに 4 章では，2015 年 5 月末時点での三大学各々の実

験の途中経過を報告する。最後に 5章でPDA実験のメリッ

トと課題をまとめ，電子書籍と選書をめぐる今後の展望に

ついて簡単に触れる。 

2．三大学での電子書籍の収集状況と選書をめぐる

課題 

2.1 お茶の水女子大学の状況 
2.1.1 蔵書構築と選書方針 
お茶の水女子大学附属図書館は，東京都文京区大塚の

キャンパス内に 3 学部 1 研究科を有する国立女子大学の附

属図書館である。小規模ながら，文系と理系の両方を有し，

奉仕対象者は約 5,000 人である。 
全学の蔵書冊数は約 71 万冊で，和書：洋書の割合は 2：

1 で和書が多い。また，全学の蔵書のうち約 30 万冊は，研

究室図書室と呼ばれる各学科等の図書室に所蔵している。

他学科の学生も研究室図書室を利用できるが，「開室時間が

短く利用しにくい」「配架方式が室ごとに異なるため探しに

くい」などの課題を抱えている。 
収書方針は「お茶の水女子大学附属図書館資料収集方針」

（附属図書館運営委員会承認）を設けているが，運用方針を

大枠で示したもので外部に公開はしていない。附属図書館

に置く学生用図書の選定は，教職員による見計らい選書が

主で，そのほか，教職員によるオンラインの個別リクエス

トや，LiSA（図書館学生アシスタント）による見計らい選

書がある。 
2.1.2 電子書籍の購入状況 

PDA 実験開始以前の 2015 年 3 月までの電子書籍の購読

実績は約 2 万タイトルで，パッケージ契約で購入している

洋書の電子書籍が多数を占め，和書の電子書籍は約 950 タ

イトルに留まる。 
電子書籍購入費としての特別な予算枠を設けていないこ

ともあり，日常的には電子書籍の選書はしておらず，年度

末に資料費の節約分等を利活用して購入するケースが多

い。2014 年度末は，ある海外出版社の購読済みの分野別
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パッケージの利用実績と，非購読タイトルへのアクセス拒

否件数（アクセス権がないために拒否された件数）を参考

に，予算枠に合致する洋書のパッケージを選定した。パッ

ケージの契約にはまとまった金額が必要だが，収録タイト

ル数で割ったときの単価は割安感がある上に，利用実績や

アクセス拒否件数の統計から購入後の利用の有無が判断で

きるため，年度末という慌ただしい時期は特にパッケージ

の方が導入しやすい。和書の電子書籍の場合，現状ではタ

イトル毎の選書が必要となること，和書の電子書籍は冊子

体よりも高額で洋書の電子書籍と比べて割高に感じられる

ことから，選書に充てる時間や費用対効果を考えると積極

的には選定しにくい状況である。 
2.1.3 電子書籍の利用状況と課題 
これまで電子書籍の利用促進活動は特段してこなかった

が，コンピューターや数学の分野の洋書の電子書籍は，継

続的に一定以上の利用実績があり，教員や大学院生以上の

研究者が利用していると推測される。一方，主に学部生の

利用を見込んで購入した和書の電子書籍は，よく利用され

ているとは言えない状況である。利用が少ない理由は，内

容面の要因（図書館が選書した電子書籍が学生のニーズに

合致していない），利用面の要因（学生の学習行動に電子書

籍が浸透していない，利用方法が分からない，そもそも電

子書籍があることに気付いていない）などが考えられる。

電子書籍の場合，冊子体のように書架をブラウジングする

ことによる偶然の発見がなく，蔵書検索が主な利用ルート

になっている。電子書籍の利用の少なさは，特段の広報を

しない場合，冊子体と比較したときの見つかりにくさにも

あると考えられる。学生が大量の書籍をキャスター付きの

スキーバッグで持ち歩いている姿を見て，電子書籍のメ

リットを生かした学修支援サービスへの切り替えが必要だ

と感じるが，きっかけが掴めずにいたというのが正直なと

ころである。 
 

2.2 横浜国立大学の状況 
2.2.1 蔵書構築と選書方針 
横浜国立大学附属図書館は奉仕対象者数約 11,000 人

（2015 年 5 月 1 日現在）3)，4 学部 5 研究科・研究院で構成

される中規模国立大学の図書館としてサービス提供してい

る。蔵書冊数は約 137 万冊（2014 年 4 月 1 日現在）で，6：
4 の割合で和書が多い 4)。近年は書架の狭隘化が進んでい

るため，重複図書の除籍を進めており，蔵書冊数は若干で

はあるが減少の傾向にある。 
収集方針は存在するが，非常に簡単な大枠を示したもの

で，外部に公開はしていない。「多くの大学図書館では図書

館の使命とともに，収書に関する理念を何処かに示しては

いる。しかし，実態としては，体系的に成文化し整備して

いる大学図書館は少ない｣5)という新藤の指摘にもれず，横

浜国立大学附属図書館も，慣例に基づいて選書業務には当

たっているものの，具体的な選書の指針となる収書方針が

あるとはいえない状態である。 

2.2.2 電子書籍の購入状況 
PDA 実験開始以前の 2015 年 3 月までの電子書籍の購読

実績は約 5,400 タイトルであるが，そのほとんどはいわゆ

るパッケージ契約の形で販売している洋書の電子書籍を購

入したもので，このため洋書の割合が全体の 4 分の 3 を占

めている。学生にとっては和書の方が需要が高いのではな

いかということは当然推測されるが，電子書籍の購入に当

たっては，予算枠が冊子の購読枠と別に存在するわけでは

ないため，年度末の予算消化として買うことが多い。その

ため，選書する時間もなく，タイトル単位での選書が不要

なパッケージものに偏って購読する傾向にあった。過去に

は学内の競争的資金を獲得して，シラバス掲載図書などを

中心に和書約 170 点を購読した実績もあるが，毎年同規模

の選書ができているわけではない。 
そもそも大学図書館の場合，以前から小泉 6)が指摘して

いる通り，教員による選書が多数を占め，図書館員が選書

に参加するのは補完的な役割にとどまって来た。そのため

当館においても，媒体を問わず選書は図書館員にとって日

常的な業務とは言えない状態にある。無論それ以前に，選

書の対象となりうる和書の電子書籍の数が，洋書に比して

圧倒的に少ないという事情もある。こうした問題も絡み，

タイトルごとに購読する和書の電子書籍はなかなか増やせ

ない状態が続いてきた。 
2.2.3 電子書籍の利用状況と課題 

購入済電子書籍の利用状況には，これまでほとんど注意

を払ってきていなかったが，あまり利用されていなかった

ことは間違いない。過去に学部 1 年生を中心に図書館サー

ビスに対するヒアリングを実施した際には，紙媒体を好む

学生が多数を占めていたということもあり，電子書籍の積

極的な利用促進には取り組んでこなかった。しかし，後述

するように実験に伴って広報に取り組んだ結果，利用が飛

躍的に伸びたことを考えると，利用が伸びないために積極

的に選書してこなかったことが，魅力的なタイトルを増や

せないことにつながり，それゆえにさらに利用が伸びない，

といった悪循環に陥っていたと推測される。 
また，最初に述べたように，当館では日本の多くの大学

図書館同様，書架の狭隘化という厳しい現実に迫られてい

る。今後はシラバス掲載図書など，冊子を中心に購読して

きた書籍についても，電子書籍を優先して買うように方針

転換することも検討する時期に来ていると考えられる。 
 

2.3 千葉大学の状況 
2.3.1 蔵書構築と選書方針 
千葉大学附属図書館は西千葉，亥鼻，松戸，柏の葉の 4

キャンパスを有する国立大学であり，奉仕対象者数約

18,000 人（2015 年 5 月 1 日現在），9 学部および多数の大

学院，センター等で構成される大規模国立大学の図書館と

して西千葉地区に本館，亥鼻，松戸地区に各分館を置きサー

ビスを提供している。蔵書冊数は約 140 万冊で，6：4 の

割合で和書が多い。千葉大学も横浜国立大学同様，書架の

狭隘化が進んでいるため，重複図書の除籍を進めており，
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蔵書冊数は減少の傾向にある。 
選書方針は「千葉大学附属図書館本館選書ワーキング・

グループ選定指針」に基づいている。外部には公開してい

ないが，教員や学生が学習資料の推薦をするときの留意事

項としてその一部を HP に挙げている。 
電子書籍（主にパッケージ型）の選書・受入はすでに 2000

年代から行われていたが，2012 年 6 月「電子ブックの選

書方針について」をあらためて検討し，学習において利活

用できる電子ブックを優先的に収集することを定めた。 
選定内容は，①授業で紹介されている資料（シラバス掲

載資料，授業資料ナビ 7)掲載資料，Moodle8)での紹介資料，

教員推薦図書等），②入門的，基本的な資料（基本的なレファ

レンスブック，学習支援での利用が見込まれる資料等）で，

一般教養科目，学部の基礎科目等，学部 1～3 年生を対象

とした，多くの利用が想定されるものを優先する。 
優先する契約形態は，①買い切りで購入できるもの（継

続的な費用負担が生じないもの），②端末に固定されないも

の（「iPad 専用」などリーダーを固定しないもの）。 
その他，①同時アクセス数，②メンテナンス料等，年間

維持費の有無，③図書館システムに一括登録可能な形式の

メタデータ提供の有無等を留意し，冊子体と電子版のバラ

ンスを見ながら選定する。 
2.3.2 電子書籍の購入状況 
電子書籍の購入に当たっては，2000 年代後半以降，毎年

相当額の予算を充て選定・購入している。 
2015 年 3 月現在の電子書籍の蔵書数は約 21,000 タイト

ルであり，和洋の割合は 1：9 で洋書が圧倒的に多い。 
千葉大学附属図書館の場合，教員による選書委員会のよ

うなものはなく，附属図書館備付資料の推薦は教員・学生

誰でもができる仕組みとなっているが，現状では教員・学

生からの電子媒体の資料の推薦は少なく，おのずと図書館

職員による選定が主となる。その場合，比較的選定しやす

い Springer，Cambridge，Oxford 等の出版社系分野別パッ

ケージが多く選定され，授業で紹介されている資料や入門

的・基本的な資料等よく使われる可能性のあるタイトルを

個別に選定することは手間と時間を要すため積極的な選定

にいたらず，タイトルごとの購入数は残念ながら 2,000 タ

イトル強に留まっている。 
電子書籍に限らず効率的な選書方法の確立は図書館の課

題となっており，今回の実験に参加した理由の一つも新た

な選書方法の検討に結び付くのではと考えられたからであ

る。 
2.3.3 電子書籍の利用状況と課題 

2014 年 1 月～12 月に 100 回以上利用された電子書籍は

81 タイトル，50 回以上利用されたのは 303 タイトルで，

昨年度のベストリーディング 97回と比べても遜色がない。

しかもこのベストリーディングの図書は本館，分館合せて

16 冊所蔵している。書架の狭隘化という厳しい現実に迫ら

れている状況においては利用が多いからと言って複本を大

量に揃えるのは難しい。書架に並ばない電子資料は狭隘化

に対する強力な対応策になりえる。ただ，その利点はその

まま目に見えない（書架に並んでいない）という欠点でも

ある。 
電子書籍の利用状況を見ると，購入タイトル数の多い分

野（Springer の computer science など）のタイトルは利

用回数も多い。それは必要とする電子書籍を実際に利用し

た経験がある利用者は，「こっちの書籍もあるだろう，ある

に違いない」とあらかじめ所蔵を期待している人が多いた

めではないかと考えられる。はなから「ない」と所蔵を期

待しない利用者が検索を試みることもなく，せっかくの所

蔵にたどりつけないことと比べ，利用者に「ある」と期待

させることは電子書籍を提供する上で重要なことと実感す

る。 
また，2010 年に電子書籍をほぼ全点 OPAC に登録した

が，提供される HP（プラットホーム）からの利用だけで

なく，OPAC でのタイトル検索など，様々なアクセスの方

法を提供することも利用者に「ある」ことを実感させる方

法の一つだと考える。 
そして図書館で利用できる電子書籍の存在，「まさかそん

なものが図書館にあるなんて…」という利用者を電子書籍

に導く最も有効な手段が広報であると考える。今回の実験

に当たっての広報活動を後に述べる。 
ここで，三大学の現状の比較を表 1 に示す。 

3．PDA 実験の概要 

3.1 PDA とは 
実験の詳細を述べる前に，PDA について簡単に述べる。

平たく言えば，選書にあたり，利用者の要求を反映するか

たちで購入書籍を決定する方法を指す。広義には購入リク

エスト制度や，ILL リクエストのあった資料を購入する方

法も PDA の一形態であるが 9)，特に近年注目を集めるよ

うになったのは電子書籍の購入方式として，利用者のニー

ズを直接的に，そして即時に反映できる点がクローズアッ

プされたためである。先行する米国での PDA 登場の背景，

導入後の評価等については，林 10)や小山 11)の報告が詳し

い。 
PDA のメリットとしては，「実際に使用されたタイトル

のみを発注できること，利用者に多くのコンテンツを提示

できること，書籍購入費用を抑えることができること，選

書にかける図書館員の負担や時間を削減できること」等が

挙げられる 12)。これらのメリットが 2 章で述べたような課

題の解決につながる点が，PDA 実験に踏み出す 1 つの契機

となった。また PDA は海外での実績は多いが，日本の大

学図書館ではまだ事例がないと思われるため，取り組むこ

とそのものにも意義があると考えた。 

奉仕対象者数（人）* 蔵書冊数（冊）** 電子書籍タイトル数（冊）**

お茶大 4,933 708,084 20,883
横国大 11,125 1,324,279 5,476
千葉大 17,767 1,391,686 21,372

*2015年5月1日現在

**2015年3月31日現在

表 1 三大学の現状比較 
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提供するベンダー側のメリット・デメリットを考えてみ

ると，電子ブックの販路を拡大する中で，いろいろな販売

方法を検討するという面では，PDA による販売促進効果を

はかることは一定の意義があるだろう。一方で，後述する

通り，電子書籍 PDA の場合にはまずすべてのタイトルを

フルテキストアクセス可にすることが多いため，効果が不

透明な中では出版元や著者との交渉が難航するかもしれな

いという懸念がある。こうしたメリット・デメリットを考

慮しつつ交渉した結果，最終的に丸善（株）の協力を得て，

Maruzen eBook Library13)のプラットフォーム上におい

て，実験に取り組むことになった。 
 

3.2 実験の概要 
先行する海外の事例においては，まず無料ですべてのコ

ンテンツへのアクセスを可能にし，その中から，利用者が

一定回数あるいは一定時間アクセスしたものを自動的に購

入対象とするようなシステムを採用しているところが多い 14)。

今回実験に参加する三大学の場合は，実験のために割ける

予算が限られており，その金額が大学ごとに異なる点を考

慮する必要があった。また丸善（株）側も，実験のためだ

けに PDA 専用プラットフォームを作成するのはコスト的

に困難であり，準備が長期化する懸念もあった。そこで，

以下のような方法をとることにした。 
1.）実験の対象となる電子書籍は，実験の趣旨に賛同した

出版社のタイトルのみとし，すべて無料トライアルと

いう形でフルテキストアクセス可能な状態とする。 
2.）丸善（株）は実験期間中，定期的にフルテキストアク

セスの統計を各大学に送る。 
3.）各大学は，月締めで既定のアクセス数に達したタイト

ルを購入する。これを，各大学で初めに決めた実験の

ための予算上限に達するまで毎月繰り返す。 
なお，すでに各大学が購読済のタイトルは実験対象から

外している。期間は 2015 年 4 月から，予算の範囲内で最

大で 9 月までとした。この方法により，お互い，今あるイ

ンフラを生かして，それほど手間をかけずに実験を始めら

れることになった。 

4．PDA 実験の途中経過 

4.1 お茶の水女子大学 
4.1.1 実験の環境整備・広報 

5 月中旬に，実験タイトルの書誌を OPAC および

Ochanomizu Search（ディスカバリーサービス）に搭載し

た。学生への広報は，学部 1 年生の必修授業内で図書館が

担当する「情報探索基礎講習」（全 13 クラス。6 月初旬を

中心に実施。）において，PDA 実験タイトルを含む電子書

籍の利用方法を説明する予定であった。しかしながら，後

述するように 5 月末時点で予算の上限を超え，一旦実験を

停止することとなったため，授業内での広報は 1 クラスに

留まった。 
4.1.2 結果と分析 

OPAC に未搭載だった 4 月末の時点で，購入済みタイト

ル 1 冊を含む 6 タイトルについて 1 回ずつの利用が確認さ

れた。アクセスログによると，まず購入済みタイトルが利

用され，その後，同一 IP アドレスから，PDA 実験タイト

ルが利用されていたことが分かった。 
4-5 月を通じて 213 回利用され，利用回数が一定数以上

であった 37 タイトルを購入することになった。この時点

で予算の上限に達したため，PDA 実験は 6 月 12 日を持っ

て切り上げた。 
購入に至ったタイトルの分野は，理系（特に数学と情報

科学）のものが圧倒的多数を占めた。IP アドレスの情報か

ら，OPAC 搭載前に偶然このサイトに辿り着いた一部の利

用者が，あたかもリアルな書架のブラウジングで見つけた

本を試し読みしながら取捨選択するような感覚で繰り返し

利用していたことが確認された。このような利用行動は，

買い切りやパッケージ契約の電子書籍，通常の図書の閲覧

においては全く問題ないが，PDA においては，利用回数が

一定数に達した時点で自動的に購入することが決まるた

め，より多くの利用者による幅広い分野の利用から購読タ

イトルを選びたい場合には課題になってしまうことが分

かった。また，ダウンロードの結果が肯定的評価でも否定

的評価でも，一定数に達することで購入対象となってしま

う。回数のみを選定基準とすることの危うさも感じられた。 
なお，利用回数が一定数を超えなかったタイトルは 5 月

末時点では 31 タイトルだったが，6 月 12 日のログまで

チェックすると，161 タイトルまで伸びている。これらは

人文科学，教育科学，英語多読用図書，食物科学などバラ

エティに富んでおり，今後の購入候補と見なすことができ

そうであった。 
 

4.2 横浜国立大学 
4.2.1 実験の環境整備・広報 
発見可能性を上げるため，無料トライアル対象となった

すべてのタイトルについて，OPAC に簡易書誌データを登

録した。さらに図書館ウェブページのトップに掲載する

ニュース一覧にトライアル情報を掲載し，利用の多かった

タイトルについては図書館で購入し，トライアル終了後も

継続して利用できるようになる予定であることを案内し

た。 
以上がウェブ上での広報活動であるが，ここまでは，通

常の方法で電子書籍を購読した際の広報とさほど変わりは

ない。電子書籍の広報に際しては，ウェブの世界で完結さ

せず，来館利用者に対してリアルな世界で広報するのが効

果的であるという指摘があるため，実際はこちらに重点を

置いた。具体的には，館内掲示用のポスター，配布用チラ

シ，書架用のポップ，さらにデジタルサイネージ用のスラ

イドショーや画像を作成し設置した（図 1，図 2）。スマー

トフォンでの利用を想定し，QR コードからのアクセスや，

学認（GakuNin）を通してアクセスする方法，ダウンロー

ドしてスマホアプリで読む方法等についても案内するよう

に留意した。なお，実験の対象タイトルであるか否かには

こだわらず，すでに購入済のタイトルも合わせて広報の対
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象にすることにした。 
4.2.2 結果と分析 
スタート前は，実験の期限である 9 月末までに予算上限

に達するところまで利用数が伸びないのではないかという

懸念があったが，いざ始まってみると急激にアクセス数が

伸びて，2014 年 1 年分のアクセス数を 2015 年 4 月の最初

の週だけで上回るほどの勢いであった。結果，丸善（株）

と取り決めた期間分の最初の統計を送ってもらった段階

で，39 タイトルを購読することになった。数が少なく期間

も短いため，この 39 タイトルの内容だけで選ばれた書籍

の傾向を語るのは難しいが，就職活動用のハウツー本や，

アプリケーションの解説本などが多く，これらは普段の図

書館員による選書ではあまり選書していないものであっ

た。利用者のニーズに応える PDA ならではの選書結果に

なったと言えるかもしれない。 
 

4.3 千葉大学 
4.3.1 実験の環境整備・広報 
より多くの利用者にこの実験に参加して電子書籍を知っ

てもらうため，附属図書館 HP で広報するとともに，新刊

に興味を持つ利用者の多い「新着図書コーナー」の隣に電

子書籍利用促進コーナーを設置した。電子書籍は実物がな

いので，ポスターなどで利用方法やメリットを強調し，役

立つ電子書籍（レポートや卒論の書き方，理系の基礎的な

解説書など）の紹介や今回の実験対象のブックリストを置

いた。 

また，その場で電子書籍の検索や閲覧が体験できるよう

に，タブレット端末（iPad)とノート PC 各 1 台をコーナー

に設置した。 

4.3.2 結果の分析 
実験を開始して 2 ヶ月（原稿執筆時点）が経過した。丸

善（株）から提供される電子書籍の利用回数は，1 月～3
月は 19 回～27 回と極めて少なかったが，実験を開始した

4 月には 190 回，5 月には 457 回と大幅な増加が見られた。

これは広報の賜物とも言えるが，利用可能タイトルが購入

済の 900 タイトルから実験対象タイトルを加えた 4,500 タ

イトルに増えたことも理由の一つと推測される。2 章でも

述べたが利用者に「ある」と期待させることは電子書籍を

提供する上で重要なことと実感する。 
実験対象タイトル中 2 ヶ月間に 1 回以上利用されたタイ

トルは 345 タイトルで，そのうち購入したのは 4 月が 8 タ

イトル，5 月が 24 タイトルであった。4 月に購入した 8 タ

イトル全てが 5 月にも利用され，半数のタイトルは 4 月の

利用回数を上回っており，6 月も順調に利用を伸ばしてい

る。 
購入した 32タイトルの分野は理工学が 21 タイトルと最

も多かったが人文科学，社会科学，生命科学，医学，農学

と全ての分野でまんべんなく利用されていた。学外から学

図 1 書架用ポップ 

図 2 電子書籍広報の様子 

・プロバイダーによっては，自宅のパソコン・タブレット端末

からも利用でき，24 時間いつでも利用可能。 
・鞄に重い本を入れたり，持ち運びの手間がない。 
・図書館では多くが貸出不可の事典や辞書も利用可能。 
・千葉大の蔵書検索（OPAC）の画面から検索でき，リンクを

たどって，そのまま本文まで閲覧が可能。 
・本文内の全文検索も可能。 

図 3 電子書籍のメリット 

図 4 電子書籍利用促進コーナー 
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認を経由した利用も 2 割ほどあり，その中には深夜や早朝

の利用もあった。 

5．PDA のメリットと課題 

2 章で述べたとおり，三大学の規模や状況はそれぞれに

異なっている。それに伴い，4 章のとおり，PDA 実験の結

果にも違いがみられた。一方，共通の利点と課題も見られ

たので，本章でまとめる。 
 

5.1 PDA のメリット 
今回の実験で得られた，電子書籍の PDA ならではの利

点を 2 点挙げたい。 
1 点目は，先行文献でも述べられている通り，「利用とい

う形で表れた情報要求を図書館が把握し，コレクション構

築に生かすためのしくみ｣11)であることが改めて確認でき

た点である。まだスタートして 2 ヶ月ではあるが，購入に

至ったタイトルを眺めると，図書館職員が意図しない需要

の掘り起こし，情報要求の顕在化を実現できたことがわか

る。紙の書籍の選書の時代には難しかったこの点が，電子

書籍で簡単に実現できたことを踏まえると，PDA は有効な

選書方法であるといえる。 
2 点目は，購入済タイトルの利用回数も含めて，電子書

籍へのアクセス数が大幅に増えたという点である。PDA の

もう 1 つの利点である，発見可能性・入手機会の増加が，

電子書籍の利用促進の一助となっていると考えられる。こ

の点は図書館や利用者のみならず，電子書籍の提供側に

とっても大きな利点であろうことを強調しておきたい。 
 

5.2 PDA の課題 
PDA による選書の有効性は確認できたが，一方で課題も

見えてきた。特に三大学で共通して課題だと認識されたの

は，アクセス回数と購読決定との関係である。購読決定に

至るアクセス回数の設定が妥当であったのかどうか，同じ

回数のアクセスであっても，同一 IP からかそうでないか

を考慮する必要がないのか，アクセス時間など他の要素も

考慮に入れるべきではないか，といった点，あるいはそも

そも，ダウンロードした結果，必要性の有無はどうだった

のかが考慮されないといった点は，継続して検討すべき課

題である。購読決定の条件については，提供者側と図書館

側の両者が納得できる適切な条件の設定が必要だというこ

とが改めて確認できた。 
このような課題の背景には，電子書籍の値付け方法の問

題がある。和洋や分野，出版者により違いはあるが，今回

実験対象としたタイトルはおおむね電子版が冊子版の 2-3
倍程度（1 ユーザ価格を三大学で抽出調査した結果）の価

格であった。2 章でも述べているとおり，書架の狭隘化の

問題もあり，電子書籍に対する図書館側の注目度は高まり

つつあるが，現在の購読モデルにおいては，費用対効果を

鑑みて，購入には慎重にならざるを得ない部分もある。 
今回の実験で電子書籍への一定量のアクセス数を確保で

きたことで，その結果を分析し，電子書籍の学外からの利

用動向や，内容・分野による使われやすさなどの利用者行

動の概要をつかむ素地はできた。しかし，小山がすでに指

摘している通り，これらの動向をもとに選書のあり方，ひ

いては蔵書構成を考えるのはあくまで図書館員の仕事であ

る 11)。今回の実験の結果をどう活かすかが問われている。 

6．おわりに 

再三述べているとおり，本稿執筆中の 2015 年 6 月時点

では実験は途中段階である。本来ならば実験終了後に 5 章

で述べた PDA のメリット・デメリットを考慮した上で今

後の展開まで含めて執筆したかったところである。しかし

ながら，三大学の悩みは，多くの大学図書館にも共通する

悩みであると推測されることから，早い段階で情報を共有

することに意味があると考え，途中経過を報告することと

した。 
PDA は一つの有効な手段であり，新たなビジネスモデル

の構築を進めることで，国内における日本語の電子書籍の

導入が進むことが期待される。その結果として，電子書籍

を含めた選書の未来をどのように変えていくか，ひいては

大学における学びのスタイルの変革をどう喚起していく

か，という視点こそが重要であると考えている。今後とも

三大学連携プロジェクトの動向にご注目いただければ幸い

である。 
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Special feature: The current state of collection development. PDA’s impact for the future of selection. 
TATEISHI Akiko＊1, ETORI Naoko＊2, SHOJI Michiko＊3 (＊1Yokohama National University Library and 
Information Department, ＊2Ochanomizu University Library and Information Division, ＊3Chiba University 
Library Scholarly Information Division, 79-6 Tokiwadai, Hodogayaku, Yokohama 240-8501 JAPAN) 
 
Abstract: This paper reports on the E-book PDA(Patron-Driven Acquisitions) Experiment, a programs of the 
Three Universities Cooperation Project, organized by Chiba University, Ochanomizu University, and 
Yokohama National University. This experiment lasts from April to September 2015. These universities differ 
from one another in terms of book selection policies, status of e-book collection, and problems of collection 
development. Meanwhile, they have a common challenge to select and acquire a bigger number of Japanese 
e-books. With the cooperation of a prominent book company, in the PDA experiment, the students at the three 
universities were able to sample many e-books. At the end of May 2015, the users’ potential needs and the 
effect on promotion of utilization were observed. At the same time, the study indicated that more consideration 
is required to set adequate purchasing terms between venders and librarians. 
Keywords: e-book / Patron-Driven Acquisitions / book selection / university cooperation / collection development 
/ public relations 
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